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新年度が始まり、約１ヶ月が過ぎようとしています。１年生は少しずつ学校生活に慣れ、緊張感

がほぐれるとともに、授業中、自信をもって発言

する様子が見られるようになりました。２年生は

学校生活向上のため、学年委員会活動の充実を図

っています。新たな取組を構想し、活動に励む姿

から、中堅学年としての自覚がうかがえます。３

年生は来週出発する長崎・福岡への修学旅行の準

備活動に勤しんでいます。日常ではできない、“現

地でこその学び”が期待されます。修学旅行を通し

て、一回りも二回りも大きく成長して、今後の生 

活につなげていってほしいと願っています。 

 

さて、72 年目を迎える本校では、以下の６点を今年度の学校経営の重点として掲げて参ります。 

 

 

 

 

 

 

 

(1)に関わっては、子どもの学びを中心とした確かな学力の定着を目指し、新学習指導要領の実

施に向けた教育課程の推進、また、指導と評価の一体化および妥当性・信頼性を高める評価の充実

と授業改善に取り組んで参ります。 

(2) (3)に関わっては、生徒会活動の更なる充実に加え、教育相談活動をより機能させることで、

生徒の成長を支援していく所存です。 

 (4)に関わっては、保護者や地域の皆様のご理解を得られるよう、情報の発信はもとより、学校

評価等を基にした学校改善に尽力して参ります。 

 (5)に関わっては、大きく２点ございます。１点目は、現在、小学校、ふじのめ学級と進めてい

る「グローバルな視点を基とした連携教育」を通して、持続可能な社会づくりの担い手を育む取組

(1)確かな学力の保証 

(2)豊かな人間性の育成と生徒指導の充実 

(3)健やかな心身の育成 

(4)「共創の学校」の理念に基づいた信頼される学校づくり 

(5)大学の附属学校としての学校づくり、特色化に向けた取組 

(6)本校生徒の抱える課題の解決に向けた検討・取組 



をより充実させていきたいと考えております。２点目は、最終年次を迎える本校研究の発信です。

「自己を拓き、協創する生徒の育成」を研究主題とし、「自律」と「共栄」に向かう学びの展開と、

「学び舎」の創造によって、求める生徒の姿に迫って参りました。その成果を、７月 26 日の教育

研究大会にてお示ししたいと考えております。なお、秋からは、新たな研究に向けて、教職員の研

修の充実を図りながら邁進していく所存でございます。 

 また、(6)につきましては、かねてより問題として挙げられていた登下校時の荷物の軽減に関す

る取組を４月より始めることとしました。放課後活動時間の確保など、昨年来行って参りました改

善策を、新たな視点を加えつつ継続していく予定でございます。 

 ここまで、今年度の本校の取組の重点について述べて参りましたが、これらを推進していくにあ

たりましては、保護者の皆様のご理解とご協力があってこそだと考えます。どうぞお力添えいただ

きますようよろしくお願い申し上げます。 
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「共創の学校」の理念とは  
・子どもたちが生き生きと、喜びをもって学びの場に臨み、「活動的で、協働的で、自己理解に基づ

いた学び」を中心に、自らの学びを創り上げる学校。 

・子どもの「学び」に関わる生徒、教師、地域・社会の人々が有機的につながり、「子どもの学びの

姿」を中心に、学び合い、高まり合い、相互に機能していくことのできる場としての学校。 



 

    

           

日（曜日） 行事等の予定 最終下校バス時刻（予定） 
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